







































































































































































































































































































(20) “devoted thing,” “devoted object,” “ban”. B.D.B，Hebrew and English Lexicon of the
Bible (Associated Pub., 1981), p. 356; The Dictionary of Classical Hebrew. Vol. 3 (Sheffield





















































































































































































































































































































(50) G. J. Wenham Ｇenesis 1-15 (ＷordＢiblical Commentary; Ｗord, 1991), p. 33.
(51) H. G. Stigers, A Commentary on Genesis (Zondervan, 1978), p. 62.
(52) 日本の国が他国に比べて森を保存してきたことは誇るべきことである。日本の気候
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し，上記の神のことばが示していることでもない。旧約聖書には森の神
を殺せという言葉はない。逆にレバノンの杉，森の素晴らしさを称える
文章すらある（エゼ31章）(53)。私たちは日本古来の循環型の生活様式に
学ぶ必要が多くあり，原初的多神教徒であった私たちの先祖が行ってき
た循環型エコロジーの生活から学ぶ事は多いかもしれない。しかし，そ
のことが一足飛びに原初的多神教に宗旨替えする理由にはならないので
はないか。同時に旧約聖書が記す，神が人間に自然を支配せよと言われ
た言葉をも正しく理解する必要があるのではないか。
６　新たな「八百万の神」とキリスト教
「日本こそ新たな〔八百万の神〕の精神を発揮すべきではないか」と，
社説氏は言う。
「新たな八百万の神」とは何だろうか。文脈から考えると，『千と千尋
の神隠し』に出てくる，湯屋に疲れを癒しに出てくる八百万の神なのだ
ろうか。そこでは千尋の優しさに触れて，化け物たちが弱さや寂しさを
引き出される。世界には沢山の矛盾と悲哀に満ちた妖怪がはびこってい
る。これらを力や憎悪だけで押さえるのではなく，愛の精神で立ち向か
わなければならない。「むき出しの欲望が渦巻く湯屋にあって，千尋はひ
とり果敢に，しかし優しく彼らと向き合う」。主人公の姿勢の土台となっ
ているのは普遍的な「愛」であり，それがこの作品のメッセージである。
『キリストと世界』第14号　　西　　　　　満
風土が多雨多湿であったこと，縄文人が羊を持ち込まず，蛋白源を海の幸に求めたこ
と，徳川幕府を始めとして，人々が森林を大切にしたことなど，いくつかの好条件と
努力が幸いしたのである。そこには，森の神を大切にしたという多神教的要素もあっ
たかもしれないが，それがすべてではない。現代の日本はアメリカ的消費文明の先頭
的な位置にあって，より快適な生活をするために東南アジアの国々の森を乱伐し，多
くの木材を消費し続けてきたのではないだろうか。そのため熱帯雨林の減少が問題と
なっている。最近はその問題に気がついて，日本の会社も伐採した跡地に植林をする
ようになってきたことは喜ばしいことである。
(53) 但しこの章は，アッシリヤがレバノンの杉のように繁栄し，高慢を起こしたので，
打ち倒されるという比喩として用いられているが。
これが社説が主張する「新たな八百万の神」の精神なのだろうか。
「愛」や「優しさ」を基調とした教育，政治，外交努力(54)，大いに賛成
である(55)。しかし例えば，教育の領域をとってもみても，その愛の精神
は，何の教えを基本にして与えることができるのだろうか。宮崎駿のア
ニメの素晴らしさを認めるのにやぶさかではないが，それが日本国民の
教えの基本となることができるのだろうか。今日多くの日本の若者の心
は荒れ，大学に入ったけれども，学ぶ目的，生きる目的を見出せない学
生が大勢いる(56)。
1998年12月30日の朝日の社説は大変印象的であった。タイトルは「し
ょせんはこんなもの」。そこにはこう記されていた。「不良債権の巨大な
氷山が，二つの長期信用銀行を難破させた。きわめつきは何十兆円とい
う予算のバラマキだ。ウソがウソを膨らませた。マネーの敗戦ばかりか
心の敗戦だ……モノもココロも敗れた」と記している。筆者はこの社説
に好感をもった。そこから新たな出発をすれば，バブルの崩壊も決して
無駄にはならず，やがて日本に大きな益をもたらすはずであると思った。
しかし，それから４年後の2003年元旦の社説ではその態度が一変し，一
神教の立場を排し，新たな八百万の神の精神を発揮して行こうと勧める。
日本は古来多神教の国であったし，それが生活の中に根付いているので
あるから，多神教を勧めるのはごく自然なことかもしれない。しかし，
このことも考えていただきたい。
明治以後，日本政府は次々と獲得した植民地において神社を拝むこと
を奨励し，第二次世界大戦が始まると，八紘一宇のスローガンのもと，
天皇崇拝と日本の神々への礼拝を強要した。しかし神社参拝の教えは今
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(54) 憲法第９条にある「武力の行使は，国際紛争を解決する手段としては，永久にこれ
を放棄する」という一文は，この思想を土台としている。
(55) 古森義久（産経新聞記者）はこの点について，「では軍事力なしに不安定要因に対処
せよというのか」と朝日を論難する。『国の壊れる音を聴け』312～3頁。
(56) 筆者の友人のある有名大学の教授は，現代の多くの学生の心が病んでいると嘆いて
いた。
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日どこかの国に根付いただろうか。日本が戦に負けたと同時に，強制的
に行った宗教のプロパガンダは終わりを告げた。
他方，キリスト教は，日本よりも遥かに小さなユダヤの国で発生した。
ユダヤの国はローマ帝国によって滅ぼされ，民族は離散したが，そこか
ら発生したキリスト教は，迫害を受けながらも自分たちを征服したロー
マ帝国の広大な領土とヨーロッパへと浸透していった。そして人々に希
望，喜び，生きる力を与え，ついに皇帝までが改宗するに至った(57)。さ
らにいくつかの問題があったにせよ，その教えは世界中へ拡がっていっ
た。なぜそうなったのか。そこにはすべての民族が受け入れることがで
きる普遍性と「救い」があったからである。その教えが福音と呼ばれる
ゆえんである。さらに，そこには一貫した人生観，世界観があった。イ
スラム教が短期間に中東やアフリカの民族に広がっていったのも，ある
種の普遍性と救いがその教えにあるからである。単に「右手に剣，左手
にコーラン」というかつて教科書に記されていた図式だけではないとい
うことが最近言われている。そのことは仏教についても言える。
これに対して，日本の神社や八百万の神が，植民地の人々によって受
け入れられなかったのは，日帝の横暴な政策に対する憎しみと同時に，
その宗教が他国の民に受け入れられるような普遍性がなかったからでは
ないか。これが仏教や儒教であったなら違った結果をもたらしたかもし
れない。しかし，仏教も儒教もすでにそれらの国に存在していた。八百
万の神の信仰は，日本の土壌の上に立った信仰形態であり，仏教と共に
日本特有の文化を作り出す要因となった。しかし，政治も経済も人々の
交流もグローバル化され，しかも日本の経済は世界と深く結びついてい
る現状で，一神教の教えを排し，八百万の神への信仰を前面に出すよう
な風潮を作り出すことは，過去において日本が歩んだ道をもう一度たど
るような気配がして不安に駆られる。
『キリストと世界』第14号　　西　　　　　満
(57) キリスト教がローマの国教になったとき，いくつかの弊害が生じた。それは仏教や
神道が権力の側に立ったのと同じである。
今日，恐ろしいテロを世界各地で起こす者がイスラム原理主義者であ
り，それに対する報復と懲罰をこめて，多くの民間人を巻き込む戦争を
起こしている超大国がある。アメリカの大統領と国民が，キリスト教信
者であることのゆえに一神教は危険であると言う。この発想はあまりに
も短絡である。なぜなら，アメリカの中にも反対者は大勢いるし，イラ
ク戦争に真っ向から反対したのもキリスト教世界に属する国である。永
世中立国という世界にさきがけて平和を大切にしたのもキリスト教国で
ある。
もしこのような論法を用いるならば明治以後，中国，朝鮮（秀吉の時
代にも），東南アジアを侵略し，植民地をつくり，残忍な殺戮を繰り返し
た日本人が神道を信じる者だから，神道は残忍で危険だと結論づけるよ
うなものである。
部族間，国家間の残忍な戦争は人間が持つ罪性によるものであって，
人類の歴史を展望すれば多神教徒，一神教徒を問わず絶えず繰り返しな
されてきたものである。人類の歴史は戦争の歴史でもある。そしてその
戦いは，大量破壊兵器を人類が所有するようになって，地球規模の破壊
へと突き進む危険をはらんでいる。それは相手方の宗教が悪いといって
非難しあって解決するような問題ではない。むしろ宗教を戦争に利用し
ようとしていることに問題があるのではないか。もっと冷静な心で聖書
を読み，聖書の思想を理解して欲しいと願う。
「厳しい国際環境はしっかりと見据える。同時に，複眼的な冷静さと柔
軟さを忘れない。危機の年にあたり，私たちが心すべきことはそれであ
る」と，社説はその最後を結ぶ。賛成である。筆者はこの言葉を朝日新
聞論説委員の方々にお返ししたい。ナショナリズムに走るのではなく，
複眼的な冷静さと柔軟さを忘れないでいただきたい。
（非常勤講師　旧約聖書学専攻）
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